
子育て中の就労女性の
ワーク・エンゲイジメントに関する研究

研究分野：産業保健、健康社会学

キーワード：子育て中の就労女性、ワーク・エンゲイジメント、組織・仕事の資源

貢献できるSDGsの区分：

看護栄養学部 看護学科 准教授 竹口和江

この研究は、子育て中の就労女性のワーク・エンゲイジメントを向上するために必要な要因に
ついて、組織・仕事の資源と家事・育児等の家庭内の役割の双方の関連を検討し、ソーシャルサ
ポート尺度を開発することを目的としています。
近年、健康の増進や生産性の向上を両立する概念としてワーク・エンゲイジメントが注目されて
います。ワーク・エンゲイジメントが高い労働者は、心理的苦痛や身体愁訴が少なく、生産性が高
いと言われていますが、子育て中の女性は仕事と家事・育児との両立が必要なため、低いことが
明らかになっています。よって、子育て中の就労女性のワーク・エンゲイジメントには、仕事の裁
量性といった組織・仕事の資源や個人の仕事への考え方や対処力である個人の資源だけでなく、
家事・育児等の家庭内の役割も関連していると推測しました。これらを整理し、子育て中の女性
に特に重要と考えられるソーシャルサポートに注目し、ワーク・エンゲイジメント向上に向けた
ソーシャルサポート尺度を開発することにしました。
少子高齢化の進行に伴い生産年齢人口の減少が見込まれており、一人一人の生産性向上は急
務となっています。また、職場環境と家庭内での役割の双方の要因を踏まえたソーシャルサポー
ト尺度の活用により、少子化の進行の抑制にもつながると考えます。

研究概要

子育て中の就労女性を対象とした職場の環境整備や支援の検討につながる

産学連携の可能性（アピールポイント）

科学研究費【基盤研究（C）（23K09629)】による助成（2023年～2026年）

外部との連携実績等
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